
　『「人権尊重」と「平和の町」かみいたをめざして』をスローガンに、人権週間の恒例行事、上板町人権フェスティバルが、農村環境改
善センターで開催されました。町内全幼稚園の園児、全小・中学校の児童・生徒による人権作品の展示や、上板中学校生徒による人権意
見作文の発表、東光小学校６年生児童による人権劇、町内小学校６年生児童とあじさいコーラスの合唱があり、日頃の学校教育での人権
学習の成果が見事に披露され、参加者に大きな感動を与えてくれました。
　また、「上板町中央公民館手話講座」の皆さまの手話と「徳島県筆記通訳者協会上板支部あい」の皆さまの要約筆記による通訳を行い、
参加者の皆さまから高く評価をいただきました。
　記念講演では、上方落語家　桂七福　師をお招き
し、「気づけば高まる人権意識～笑いの中から気づ
きと学び～」の演題で講演が行われ、参加者は熱
心に聞き入っていました。
　当日は約500名の方にご参加いただきました。
関係者並びにご協力いただいたすべての方々にお
礼を申し上げます。
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上
板
町
議
会
議
長　

吉　

岡　
　
　

薫　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
の
年
頭
に
当
た
り
、

上
板
町
議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町

議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
議
会
活
動

に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
の
第
二
回
臨
時
会
に

お
き
ま
し
て
、
第
二
十
九
代
上
板
町

議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
上
板
町
発

展
の
た
め
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

九
州
北
部
や
東
北
の
豪
雨
に
よ
る
洪

水
な
ど
、
自
然
災
害
が
日
本
各
地
で

頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
早
期
の
復

旧
・
復
興
と
あ
わ
せ
て
、
日
本
全
体

が
協
力
し
て
支
援
や
災
害
対
策
事
業

を
促
進
し
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
急
速
に
進
行
し
つ
つ
あ
り

ま
す
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
・
高

齢
化
社
会
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
の
よ
う
な
時
に
当
た

り
、
本
町
に
お
い
て
も
克
服
す
べ
き

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
行
政

需
要
は
そ
の
量
・
質
と
も
ま
す
ま
す

複
雑
多
様
化
す
る
な
ど
、
誠
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
二
十
七
年

度
に
「
上
板
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及

び
「
上
板
町
総
合
戦
略
」
が
平
成

二
十
八
年
度
に
は
「
上
板
町
総
合
計

画
」
が
策
定
さ
れ
、
地
方
創
生
と
人

口
減
少
の
克
服
、
少
子
高
齢
化
対
策

に
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
を
乗
り
越

え
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
時
代
を
見
据
え

た
情
報
分
析
に
力
点
を
置
き
、
町
執

行
部
と
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
町
民
参
画
の
町
政
運
営
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え

ら
れ
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
厚
情
を
賜
り
、
上
板
町
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に

な
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選
挙
期
間
中
に
町
民
の
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
真
摯
に

受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆

様
か
ら
任
さ
れ
た
重
責
を
厳
粛
に
受

け
止
め
、
町
民
の
福
祉
の
向
上
と
上

板
町
の
発
展
の
た
め
、全
力
で
町
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
課
題
が
あ
り

前
途
多
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
誠
意
を
持
っ
て
課
題
解
決

に
取
り
組
み
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
町

民
の
皆
様
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
の
主
な
取
組
み
と
い
た
し
ま

し
て
、

　

第
一
に
「
子
育
て
支
援
・
若
者
の

定
住
促
進
」
で
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
成
長
と
若
者
の
定
住
を
応
援

す
る
施
策
を
行
い
ま
す
。
活
力
が
あ

り
元
気
な
町
は
若
い
人
が
あ
こ
が

れ
、
住
み
た
い
と
思
う
町
で
す
。
共

働
き
の
家
庭
が
増
え
て
い
る
中
、
子

育
て
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
は
、
将

来
の
上
板
町
を
担
う
大
切
な
宝
で
あ

り
、
町
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
保
育
料
の
半
額
助

成
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
無

料
化
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充

実
、
教
育
環
境
の
充
実
整
備
、
新
し

く
住
居
を
構
え
た
世
帯
へ
の
補
助
制

度
創
設
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

第
二
に
「
高
齢
者
福
祉
・
社
会
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」で
あ
り
ま
す
。

上
板
町
で
も
高
齢
化
や
核
家
族
化
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
中
、

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
元
気
な
町
を
つ
く
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
、

妊
娠
か
ら
子
育
て
期
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
、
在
宅
医
療
の
支
援
と
介
護

体
制
の
推
進
の
た
め
の
地
域
間
の
連

携
強
化
、社
会
福
祉
協
議
会
の
充
実
・

強
化
に
よ
る
共
生
社
会
の
推
進
、
高

齢
者
の
交
通
手
段
の
確
立
、
障
が
い

者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
町

づ
く
り
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

第
三
に
「
地
域
資
源
の
活
性
化
と

魅
力
発
信
」
で
あ
り
ま
す
。
上
板
町

な
ら
で
は
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

特
産
品
の
認
証
制
度
の
創
設
と
ブ
ラ

ン
ド
農
作
物
の
奨
励
を
行
い
、
全
国

に
そ
の
魅
力
の
発
信
と
販
路
拡
大
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
有
効
活

用
と
鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化
を
行

い
、
同
時
に
農
業
の
担
い
手
の
育
成

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

第
四
に
「
災
害
へ
の
万
全
な
備
え

で
安
全
安
心
の
町
づ
く
り
」
で
あ
り

ま
す
。
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
非
常
食
を
は

じ
め
と
し
日
用
品
や
救
助
資
材
等
の

充
実
と
避
難
所
機
能
の
強
化
を
行

い
、
各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
対

応
力
を
強
化
す
る
た
め
に
地
域
防
災

を
支
え
る
防
災
士
や
避
難
所
運
営

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

第
五
に
「
財
政
健
全
化
・
町
民
に

開
か
れ
た
町
政
」
で
あ
り
ま
す
。
上

板
町
の
財
源
は
非
常
に
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
取

り
組
み
強
化
、住
民
懇
談
会
の
実
施
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
優
先
順

位
を
付
け
創
意
工
夫
の
も
と
、
財
政

の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

そ
し
て
「
継
続
事
業
の
新
た
な
展

開
」
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
継
続
中
の

「
上
板
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お

い
て
も
派
生
す
る
新
事
業
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
、「
挑
戦
す
る

心
、
実
行
す
る
勇
気
、
実
現
出
来
る

上
板
町
長　

松　

田　

卓　

男　

新
年
の
ご
挨
拶

力
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
取
り
組
み
、

「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
上
板

町
」
を
目
指
し
町
政
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
本
年
が
町
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
笑
顔

に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
ま
た
、
上
板
町
に
と
り
ま

し
て
も
、
さ
ら
な
る
発
展
の
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

2018（平成30）年　1　月　1　日　●　2



申告納税相談（所得税・住民税・国保税等）のご案内 
　申告納税相談を次の要領で実施しま
すので、申告をしなければならない方
のうち相談を希望される方は、指定さ
れた相談日にお越しください。

確
定
申
告
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

1　平成30年 1月 1日現在、上板
町に住所がある方で、前年中
（平成29年 1月 1日～平成29
年12月31日）に所得のあっ
た方

2　給与所得者で次に該当する方
　①　給与所得以外に営業、農業、

不動産、年金等の所得が
あった方

　②　２ケ所以上から給与の支払
いを受けている方

　③　前年中に退職した人や一定
の所に勤務していない方

3　上板町国民健康保険加入者
　　（前年中に所得がない場合でも
申告が必要です。）

4　住宅借入金等特別控除、医療
費控除、寄附金控除等を受け
ようとする方

1　印鑑
2　収支計算に必要な書類、帳簿、記録簿、領収書
3　給与所得者、年金受給者については源泉徴収票（原本）
4　生命保険料、地震保険料等の支払証明書、社会保険料領収書、
国民年金保険料控除証明書

5　医療費控除を受けられる方は「医療費控除の明細書」と「保険
などで補てんされる金額の明細書」

6　還付申告の場合は、本人名義の口座番号（銀行名・支店名・預
金種類・番号）

7　平成28年分以降の申告書には、マイナンバーの記載と本人確認
書類の提示又は写しの添付が必要です。

　●　マイナンバーカードをお持ちの方は
　　　カードの提示及びカードの写し（両面）の提出が必要になります。
　●　マイナンバーカードをお持ちでない方は

　
　の提示及び写しの提出が必要になります。
※　控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者についてもマイナン
バーの記載が必要です。

　　（控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者の本人確認書類は
不要です。）

※　代理人が申告する場合
　　申告者本人分の必要書類に加え､ 代理人の方の身分証明書の提
示が必要です。

番号確認書類
マイナンバーを確認できる
書類
●通知カード
●住民票の写し又は住民票
記載事項証明書
などのうちいずれか１つ

身元確認書類
記載したマイナンバーの持ち主であることを
確認できる書類
●運転免許証　●公的医療保険の被保険者証
●パスポート　●身体障害者手帳
●在留カード
などのうちいずれか１つ

＋

月日 曜日 支部名等
2月16日 金 全地区　年金のみの方

2月19日 月 南瀬部　北瀬部　鳥屋　樫山
瀬部サンタウン

2月20日 火 井内全支部　古田南　古田北

2月21日 水 新田全支部　上六條　下六條全支部
高磯全支部

2月22日 木 佐藤塚全支部　第十新田　第十団地

2月23日 金 北高瀬　古町　瀬部　元原　仁界
中須賀　鍛冶屋原南団地

2月26日 月 柚木全支部　栗ノ木全支部　天王
石橋ノ上

2月27日 火 引野全支部

2月28日 水 鍛冶屋原全域　泉谷全域　川原田団地

月日 曜日 支部名等
3月　1日 木 大東　原東　原西１、２、３

3月　2日 金 神宮寺１、２　大山町　大山畑
フルーツタウン神宅　殿宮　小柿１　小柿北

3月　5日 月 中北　大南 1、２、３　小柿団地　神宅団地
神宅　西金屋　学園橋

3月　6日 火 川西１、２　川東１、２　滝ノ宮
青木・西分・横関・八坂各団地

3月　7日 水 日吉　小路　古北村　地家　西高原　中筋
中筋第 2　辻　大北村

3月　8日 木 椎本全支部　神明　東光　馬道　馬道南
東光団地  君ノ木

3月　9日 金 全地区特別な事由により上記期間中に申告で
きなかった方

3月12日 月 〃
3月13日 火 〃
3月14日 水 〃
3月15日 木 〃

確定申告地区割日程表

●期間　平成30年2月16日（金）～3月15日（木）までの月曜日から金曜日
●時間　午前9時～午後4時30分
●場所　上板町農村環境改善センター　農事研修室

申
告
納
税
相
談
に
必
要
な
も
の

※　相談日は大変混雑しますので、
医療費の領収書や収支内訳書は
必ず計算したものをご持参くだ
さい。計算ができていなけれ
ば、会場にてご自分で計算して
いただきます。
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復興特別所得税欄の記載をお忘れなく復興特別所得税欄の記載をお忘れなく
　平成25年分から平成49年分まで、復興特別所得税（原則として各年分の所得税額の2.1％）を所得税と併
せて申告・納付することとなっています。
　所得税及び復興特別所得税の確定申告書作成に当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れのないよう
ご注意ください。

※還付申告の方も含め、申告される全ての方について「復興特別所得税額」欄の記載が必要です。

　平成28年分以降の申告書には、マイナンバーの記載と本人確認書類の提示又は写しの添付が必要です。
　マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナンバーカードだけで本人確認が可能です。
　マイナンバーカードをお持ちでない方は、次の書類が必要です。
　●番号確認書類（通知カード、個人番号が記載された住民票などの内いずれか１つ）
　●身元確認書類（運転免許証、公的医療保険の被保険者証などの内いずれか１つ）

申告手続きにはマイナンバーの記載が必要です申告手続きにはマイナンバーの記載が必要です

申告と納税はお早目に

税目 申告期限・納税期限 振替納税の振替日

所得税及び復興特別所得税

消費税及び地方消費税
（個人の方）

贈　　　　　与　　　　　税

平成３０年４月２０日（金）

平成３０年４月２５日（水）

－

平成３０年３月１５日（木）

平成３０年４月　２日（月）

平成３０年３月１５日（木）

　２月15日以前は、確定申告会場を開設しての申告相談は行っておりません。
　税務署で申告書を作成する場合は、2月16日（金）以降にお越しください。

確定申告会場は、２月16日から開設します確定申告会場は、２月16日から開設します

　※確定申告期間は大変混雑しますので、公共交通機関をご利用ください。

○開設期間　　平成30年２月16日～３月15日（土・日を除く）
○受付時間　　８:３0～ 1６:00

申告書の作成等に時間を要します。申告会場には16時までにお越しください。
（混雑状況により、16時以前に入場を締め切る場合があります。）

確定申告会場について

鳴 門 税 務 署 か ら の お 知 ら せ

申告と納税はお早目に
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医療費控除は、領収書が提出不要となりました
　医療費控除について、平成29年分の確定申告から、医療費領収書を提出する代わりに、「医療費控除の明
細書」の添付が必要となりました。
　このため、医療費の領収書を税務署に提示又は提出する必要がなくなりました。
※医療費領収書はご自宅で５年間保存する必要があります。
※後日、税務署から求められた時は、提示又は提出しなければなりません。
※平成29年分から平成31年分までの確定申告については、医療費領収書の添付又は提示によることもでき
ます。

医療費控除は、領収書が提出不要となりました

贈与税の申告をお忘れなく贈与税の申告をお忘れなく
　平成29年1月1日から平成29年12月31日の1年間に、個人からもらった財産の価額が110万円を超えると、
申告期限までに贈与税の申告と納税が必要となります。
　なお、贈与により取得した財産について、①相続時精算課税制度、②住宅取得等資金の非課税制度の特例等
の適用を受ける場合には、申告期限までに贈与税の申告が必要となりますのでご注意ください。

申告書は、ご自宅で作成し、郵送等で提出できます
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って該当項目を入力すること
により、所得税及び復興特別所得税、贈与税、消費税及び地方消費税の確定申告書や青色申告決算書等を作
成することができます。
　作成した申告書等は電子申告（e-Tax）するか、印刷して郵送などにより税務署に提出することができま
すので、是非ご利用ください。（郵送の場合は、本人確認書類の写しの添付をお願いします。）
　作成方法は、動画　　　　　でご覧いただけます

申告書は、ご自宅で作成し、郵送等で提出できます

検索国税庁動画チャンネル

お問い合わせ先のご案内
内容によって、お問い合わせ先が異なります。　間違い電話が多くなっています。電話番号をよくお確かめの上、おかけ間違いのないようにお願いします。

受付時間：月曜日～金曜日　9：00～17：00
　　　　　※祝日等及び12月29日～１月３日を除きます。　

※全国一律市内通話料金でご利用いただけます。

受付時間は、時期により延長する場合がありますので、最新の情報をe-Taxホームページでご確認ください。
上記の電話番号がご利用できない場合などは、03－5638－5171をご利用ください（通常通話料金）。

操作方法など作成コーナーに関するご質問
e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
0 5 7 0－01－59 0 1

受付時間：月曜日～金曜日　9：30～20：00／土日祝日　9：30～17：30
　　　　　※12月29日～１月３日を除きます。　

受付時間は、変更される場合がありますので、内閣府のホームページでご確認ください。
上記の電話番号がご利用できない場合などは、050－3818－1250をご利用ください（通常通話料金）。

マイナンバーカードをご利用になる場合のICカードリーダライタの設定などに関するご質問
マイナンバー総合フリーダイヤル
0 1 2 0－95－01 7 8

税金に関するご相談
鳴門税務署　088－685－4101
自動音声によりご案内しておりますので、相談内容に応じて該当の番号を選択してください。
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一
月
は
町
県
民
税
（
四
期
）
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
（
六
期
）
及
び
国
民
健
康
保
険
税
（
七
期
）

の
納
付
月
で
す
。

　

納
付
期
限
は
一
月
三
十
一
日(
水
曜
日)

で
す
。

　

納
付
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
一
月
三
十
一
日
に
引
き
落

と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残
高
の
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が
あ
っ
た

場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、
上
板
町
内
取

扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税（
料
）

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

　

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
板
野
郡
農
協
、

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

上
板
町
役
場　

税
務
課　

℡  
　
六
九
四

－

六
八
〇
七

お
問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
付
期
限

今
月
の
納
付
期
限

に
つ
い
て

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

に
つ
い
て

口
座
振
替

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕
事
に
対

す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談
を
受
け
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
行
政
機
関
に
あ
っ
せ

ん
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日

　

一
月
十
七
日
（
水
）

■
開
設
時
間

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

■
開
設
場
所

　

上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

馬
道
会
館
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
生
活
に
密
接

し
た
各
種
保
険
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

疑
問
や
不
安
を
か
か
え
て
い
る
か

た
、
老
後
の
生
活
設
計
に
悩
ん
で
い

る
か
た
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

・
年　
　
　

金

・
健
康
保
険

・
失
業
保
険

・
労
災
保
険

・
交
通
事
故

・
生
命
保
険

・
住
宅
ロ
ー
ン

■
日
時　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日　

火
曜
日

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

■
場
所　

馬
道
会
館　

℡   六
九
四

－

四
八
六
八

　
　
　
　

上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八

－

二

　

相
談
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
保
険
相
談

■
日
時

　

平
成
三
十
年
一
月
十
九
日　

金
曜
日

　

十
三
時
三
十
分
か
ら

■
場
所

　

馬
道
会
館　

℡  
六
九
四

－

四
八
六
八

　

上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八
番
地
二

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

一
月
十
六
日　

火
曜
日

　

午
後
五
時
ま
で

■
材
料
代

　

二
、〇
〇
〇
円

　

見
慣
れ
た
お
部
屋
を
、
華
や
か
な
食

卓
や
リ
ビ
ン
グ
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
変
身
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

　

す
て
き
な
空
間
に
、
友
人
を
招
い
て

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
な
ん
て
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

一
日
行
政
相
談
所
開
設
予
定
日

新春テーブルアレンジ新春テーブルアレンジ
メント教室の参加者募集メント教室の参加者募集

　

今
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
受
診
期
限
は
、
平
成
三
十
年
一
月
三
十
一
日
で

す
。
み
な
さ
ま
受
け
忘
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

健
診
結
果
に
よ
り
、
あ
な
た
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
一
年
に
一
度
の
受

診
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

上
板
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
、
昭
和
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
生
ま
れ
の
方

（
四
月
二
日
以
降
に
国
保
に
加
入
さ
れ
た
方
で
特
定
健
康
診
査
の
受
診
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日
（
火
）
八
時
半
か
ら
十
時
ま
で
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
一
月
十
八
日
ま
で
に
福
祉
保
健

課
（
℡  　
六
九
四
―
六
八
一
〇
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
問
診
票
を
お
送
り

し
ま
す
。
な
お
、
特
定
健
診
も
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

※
自
己
負
担
額
は
一
、〇
〇
〇
円
で
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
平
成
二
十
九
年
七
月
に
受
診
券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

が
、
受
診
券
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
再
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

上
板
町
役
場　

税
務
課　

℡  
 
六
九
四

－

六
八
〇
七

対
象
者 上

板
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

平
成
二
十
九
年
度
特
定
健
康
診
査

の
受
診
期
限
迫
る
！

集
団
健
診
の
日
程
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次
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
ま

す
と
、
水
漏
れ
が
わ
か
り
ま
す
。

①
家
中
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
ま

し
ょ
う
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
を

開
け
て
メ
ー
タ
ー
を
見
ま
す
。

　

銀
色
か
赤
色
の
星
の
よ
う
な
形

の
も
の
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
を
、

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
た

ら
、
宅
内
の
ど
こ
か
で
漏
水
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。パイロット

　

漏
水
が
見
つ
か
っ
た
と
き
は
、

個
人
負
担
で
お
近
く
の
水
道
工
事

店
等
に
依
頼
し
て
、
修
理
し
て
く

だ
さ
い
。

宅
内
漏
水
の
見
つ
け
方

宅
内
漏
水
に

凍
結
防
止
に
つ
い
て

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

   

こ
れ
か
ら
は
、
寒
さ
が
一
層
厳

し
く
な
り
、
給
水
栓
及
び
立
ち
上

が
り
管
は
、
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
 

凍
結
管
に
熱
湯
を
か
け
て
溶

か
そ
う
と
す
る
と
、
水
道
管
が
急

激
な
温
度
変
化
に
よ
り
破
損
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
夜
間
の

内
に
防
寒
布
等
で
保
護
し
、
水
道

事
故
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
上
板
町
役
場　
水
道
課　
℡　
六
九
四

－

六
八
一
七

保温材

ビニール
テープ

保温材（保温カバー）

ビニールテープ

毛布
ひも
ビニールテープ

さらにダンボールケースな
どをつくり、スッポリとか
ぶせると効果があります。

保温材でする方法

毛布でする方法

タオルでおおって
ビニール袋を
かぶせる

熱湯は
ダメ！！

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
二
十
九
年
第
四
回
定
例
会

の
概
要

　

第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月

十
二
日
か
ら
十
二
月
十
四
日
ま
で

の
三
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

開
会
日
に
は
、
松
田
町
長
が
町

政
に
取
り
組
む
所
信
と
、
子
育
て

支
援
、
高
齢
者
福
祉
、
防
災
体
制

の
充
実
な
ど
当
面
す
る
町
政
の
重

要
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
提

出
議
案
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
町
長
の
政
治

姿
勢
、
地
方
創
生
事
業
、
防
災
対

策
、
子
育
て
支
援
な
ど
が
論
議
さ

れ
ま
し
た
。

　
（
議
員
一
〇
名
か
ら
一
般
質
問
）

　

町
長
提
出
議
案
十
一
件
の
う

ち
、
十
件
が
可
決
、
一
件
が
同
意

さ
れ
、
議
員
提
出
議
案
三
件
の
う

ち
、
二
件
が
可
決
、
一
件
が
選
挙

さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
七
日

　

第
四
回
定
例
会
提
出
議
案
等
の

協
議
を
行
う
。

上
板
町
議
会

上
板
町
議
会

だ
よ
り

だ
よ
り

　

 

消
費
者
庁
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
収
集
さ
れ
た
六
十
五
歳
以

上
の
方
の
事
故
情
報
に
よ
る
と
「
足
が
も
つ
れ
て
階
段
か
ら
転
落
」

「
床
の
コ
ー
ド
に
引
っ
掛
か
り
転
倒
」「
廊
下
の
段
差
で
転
倒
」「
薄

暗
い
場
所
で
の
転
倒
」
な
ど
で
骨
折
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け

る
家
庭
内
で
の
転
倒
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
齢
等
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
で

も
事
故
に
遭
う
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、
心
身
の
変
化
に
合
わ
せ
て
家

庭
内
の
環
境
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
身
近
な
方
に
で
き
る
こ
と
・
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
段
差
に
は
段
差
解
消
用
ス
ロ
ー
プ
板

を
、
階
段
に
は
手
す
り
を
、
手
元
や
足

元
が
見
え
づ
ら
い
場
所
に
は
明
る
い
照

明
器
具
を
、
床
や
階
段
に
つ
ま
ず
き
の

原
因
に
な
る
も
の
を
置
か
な
い
な
ど
、

生
活
動
線
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
定
期
的
に
電
話
を
か
け
た
り
訪
問
す
る
な
ど
、
家
族
や
周
囲
の
人

が
高
齢
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
様
子
を
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

●
家
庭
以
外
の
店
舗
・
商
業
施
設
に
お
い
て
も
段
差
や
足
元
に
置
か

れ
た
商
品
や
マ
ッ
ト
で
転
倒
す
る
事
故
が
起
き
て
い
る
の
で
、
注

意
す
る
と
共
に
危
険
な
箇
所
は
お
店
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

◆
消
費
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
は

上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ

秘
密
厳
守
・
相
談
無
料　

℡  六
九
四

－

六
八
一
六

相
談
受
付　

平
日
九
時
〜
十
六
時
三
十
分

　
　
　
　
　
（
土･

日･

祝･

年
末
年
始
を
除
く
）

高
齢
者
の
生
活
動
線
を
点
検
し
て

転
倒
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

上 板 町 消 費 生 活 相 談 窓 口上 板 町 消 費 生 活 相 談 窓 口 からのお知らせからのお知らせ
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お問い合わせ　上板町役場　産業課　TEL 694－6806

ミツバチを飼育する場合は飼育届が必要です。

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
場
合

西洋
ミツバチ
西洋

ミツバチ

日本
ミツバチ
日本

ミツバチ

蜂の種類 飼い方

巣箱を移動させる
（転飼）

巣箱を移動させない
（定飼） 飼育届

日本
ミツバチ

提出書類

飼育届
転飼許可申請書
土地使用承諾書
　　　附近の詳細な見取り図

飼育届
土地使用承諾書
　　　附近の詳細な見取り図

ミツバチは業を営む方だけでなく趣味で飼育する場合でも飼育届の提出が必要です。
飼育届は１月中に役場産業課へ提出してください。

※

花
粉
交
配
期
間
の
み
飼
育
す
る
場
合
は
届
出
不
要
で
す
。

※

設
置
す
る
場
所
が
他
人
の
所
有
地
で
あ
る
場
合
は
、
土
地

　
使
用
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

平
成
三
十
年
一
月
四
日
か
ら
、
事
前
登

録
型
の
本
人
通
知
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
を
第
三

者
（
本
人
の
代
理
人
を
含
む
）
に
交
付
し

た
場
合
に
、
交
付
さ
れ
た
こ
と
を
郵
便
で

お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍

謄
抄
本
な
ど
の
不
正
請
求
の
抑
止
及
び
不

正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

※

事
前
に
登
録
さ
れ
た
方
が
対
象
で

す
。

　

※

証
明
書
の
交
付
を
停
止
す
る
制
度
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
人
権
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

上
板
町
Ｈ
Ｐ
に
お
い
て
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

平
成
三
十
年
一
月
四
日
か
ら
、
事
前
登

事
前
登
録
型

本
人
通
知
制
度

を
開
始
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

上
板
町
役
場　

住
民
人
権
課

　

 

六
九
四

－
六
八
〇
九

℡

◎　徳島県最低賃金

◎　特 定 最 低 賃 金

造作材・合板・建築用組立材料製造業

平成29年
12月21日

時間額 発効日
【発効日】平成29年10月５日
時間額　７４０円

８４０円
はん用機械器具、生産用機械器具、業
務用機械器具製造業 ８７７円
電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 ８４１円

〈お問い合わせ先〉
徳島労働局　労働基準部　賃金室　TEL（088）652－9165
または最寄りの労働基準監督署へ　FAX（088）622－3570

ホームページ http://tokushima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp
「業務改善助成金」もご検討ください。詳しくはホームページへ

　

平
成
二
十
九
年
度
の
徳
島
県
最
低
賃
金
は
、
時
間
額

７
４
０
円
に
改
正
さ
れ
、
平
成
二
十
九
年
十
月
五
日
か

ら
効
力
が
発
生
し
ま
す
。 

　

県
内
で
働
く
、
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
の
呼
称
に
関
係
な
く 

、
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
左
記
の
特
定
の
業
種
に
は
、
徳
島
県
最
低
賃

金
よ
り
高
い
最
低
賃
金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
、

　
　
確
認
し
た
？

最
低
賃
金
、

　
　
確
認
し
た
？
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募集項目 応募資格 受付期間 試験期日 そ　の　他

幹部候補生
（男女）

一般
大卒程
度試験

22歳以上26歳未満
（20歳以上22歳未満の者は大卒
（見込含）修士課程修了者等（見
込含）は28歳未満） 30年3月上旬～5月上旬

１次：30年 5 月中旬
２次：30年 6 月中旬
３次：（航空要員のみ）
（海）30年7月中旬
（空）30年7月中旬～

　　8月上旬

試験会場：
海上自衛隊徳島教育航空基地
（松茂町）

詳細については、下記のお問い
合わせ先までご連絡下さい。

院卒者
試　験

修士課程修了者等（見込含）
で20歳以上28歳未満の者

歯科・薬剤
専門の大卒（見込含）20歳以上30歳未
満（薬剤は20歳以上28歳未満） 30年3月上旬～5月上旬 １次：30年 5 月中旬

２次：30年 6 月中旬

自衛官候補生 男子 18歳以上27歳未満 年間を通じて行ってお
ります。

受付時にお知らせしま
す。

医 科・ 歯 科 幹 部 医師・歯科医師の免許取得者
30年2月上旬～4月中旬
（細部はお問い合わせ
下さい。）

30年 5 月中旬
（細部はお問い合わせ
下さい。）

試験会場：
東京都新宿区（防衛省内）
詳細については、下記のお問い
合わせ先までご連絡下さい。

予備自衛官補

一般 18歳以上34歳未満

30年1月9日～4月6日
30年4月14日～4月18日
いずれか１日を指定さ
れます。

試験会場：
海上自衛隊徳島教育航空基地
（松茂町）
詳細については、下記のお問い
合わせ先までご連絡下さい。

技能

18歳以上53歳～ 55歳未満（技術区分に
よる）で国家免許資格等を有する者
衛生、語学、整備、情報処理、通信、
電気、建設、放射線管理、法務
国家免許資格等の詳細については、下
記のお問い合わせ先までご連絡下さい。

試験会場：
香川県善通寺市（善通寺駐屯地）
詳細については、下記のお問い
合わせ先までご連絡下さい。

　　　　　　　　　自衛隊　鳴門地域事務所（TEL 088－685－5306）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57
　　　　　　　　　自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

特別職国家公務員（自衛官）受付案内

お問い合わせ先

主催　上板町歩こう会　　後援　上板町観光物産協会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

技
の
館
を
起
点
に
、
気
持
ち
の
良
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
め
る
「
さ
く
ら
コ
ー
ス
」、
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
行
い
ま
す
。
日
時
は
一
月
二
十
日
（
土
）
午
前
九
時

に
技
の
館
を
出
発
し
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
二
時
間

程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
マ
ナ
ー
を
守
り
、
健
康
な
状
態
で
参
加
で
き
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

但
し
、
小
学
生

以
下
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
当
日
保
険
料
と
し
て
一
〇
〇

円
を
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

持
ち
物
と
し
て
、
水
筒
・
帽
子
・
雨
具
・
健
康
保
険
証

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
雨
天
決
行
と
な
り
ま
す

が
、
上
板
町
に
警
報
が
出
て
い
る
場
合
は
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
当
日
八

時
四
十
五
分
ま
で
に
技
の
館
正
面
入
り
口
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。
季
節
ご
と
に
違
っ
た
風
景
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
の
で
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

上板町観光物産協会 TEL 088－694－6688

放送大学

第１回募集：12/1～2/28（必着）
第２回募集：　3/1～3/20（必着）
第１回募集：12/1～2/28（必着）

平成30年度１学期（4月）入学生募集中!
出願
期間

ポイント１

条件を満たせば学力試験はありません。卒業すれば学位
（学士）を取得できます。大学院もあります。

学ぶ意欲が入学資格！
学力試験はありません

ポイント２ テレビ・ラジオだけじゃない！
スマホやパソコンでいつでも！

テレビ・ラジオの放送授業を自宅で学べるほか、インターネッ
トでいつでもどこでも授業を受けることができます。また全国
の学習センター等に備えてあるDVD、CD等でも視聴できます。

ポイント３

一流の講師による多彩な約300の科目があり、１科目から
学ぶことができます。人気の心理学をはじめ外国語も充実。
学ぶ目的に応じてお選びください。

１科目から学べます
半年だけの在学もＯＫ！

ポイント４　負担が少ない授業料が魅力です
授業料はテキスト費込みで１科目11,000円（放送授業）。入
学料を含めリーズナブルな費用で学べます。また半年ごとに
受講する科目の授業料だけを払う仕組みも魅力のひとつです。

放送大学 http://www.ouj.ac.jp/検索
資料請求・詳細はホームページにて

詳しくはホームページ、もしくは最寄りの学習センターへ

あなたのそばに学習センター

放送大学徳島学習センター

出願前のご相談、見学だけでも歓迎。
お気軽にお越しください。（電話相談も受付ています）

〒770－0855 徳島市新蔵町2-24　TEL088－602－0151
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　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡
くなったときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられています。20歳に
なったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

徳島北年金事務所　TEL 088－655－0200　上板町役場　住民人権課　TEL 694－6809

　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保
険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していま
すし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほ
か、障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、
病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。
また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加
入者により生計を維持されていた遺族（「子のある
配偶者」や「子」）が受け取れます。

国民年金のポイント

　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額
以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大
学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限１
年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額
以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
※平成28年６月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象とな
ります。

「学生納付特例制度」と国民年金のポイント国民年金のポイント 「学生納付特例制度」と「学生納付特例制度」と
「納付猶予制度」「納付猶予制度」「納付猶予制度」

お問い合わせ先

将来の大きな支えになります

「学生納付特例制度」

「納付猶予制度」

老後のためだけのものでは
ありません

新成人のみなさんおめでとうございます

Vol.６「とくしま上板熱中小学校」 授業日誌「とくしま上板熱中小学校」
　平成29年11月18日（宿泊）、19日と２日間にわたって
開催された授業は、後期授業の中でもメイン授業となる、
お遍路の授業でした。鳴門教育大学副学長　大石 雅章氏
を講師に迎え、空海（弘法大師）が、どのような人物だっ
たのか、空海が辿った軌跡や、他宗教とは異なる最終目
的地のない回遊型の聖地巡礼、四国遍路について学びま
した。
　さて、四国遍路について詳しく学んだ後は、実際に４
番札所（大日寺）から６番札所（安楽寺）まで、歩き遍
路です。当日は、あいにくの雨模様で、途中から雨が降り、
バス移動となってしまいましたが、半分以上を歩くこと
ができました。安楽寺到着後、畠田 秀峰住職に法話をい
ただき、大石 雅章氏にお遍路についてより深く解説して
いただきました。そして、授業終了後は安楽寺宿泊組の
夜のお勤めです。ご本堂の中は天井に吊る
された沢山の灯篭の光で静かに照らされ、
聞こえるのは読経の音のみ。心静かに祈り
をささげました。弘法の湯につかり、心身
共に清めた後は交流会で１日を締めくく
り、１泊２日の授業は大盛況となりました。

４番　大日寺にて ５番札所　地蔵寺にて

６番札所　安楽寺畠田 秀峰住職のお話 お勤めの準備の様子

とくしま上板熱中小学校事務局 （一般社団法人ジャパンブルー上板 内）
〒771－1310　上板町泉谷字原東32番地4　TEL 694－7766　FAX 694－7767　ai@necchu-kamiita.com

お問い
合わせ

第１回　オープンスクール開催
平成30年１月27日（土）13時00分スタート（受付12時30分～）
久米繊維工業株式会社取締役会長　久米　信行　氏
作曲家・作詞家・ミュージカル作家　ま き り か　氏

日程

講師

第１回　オープンスクール開催
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平
成
二
十
九
年
十
一
月
一

日
、
東
京
都
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
地
方
自
治
法
施

行
七
十
周
年
記
念
監
査
事
務
功

労
者
総
務
大
臣
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
平
成
十
八
年
九
月
か

ら
現
在
ま
で
本
町
の
代
表
監
査

委
員
と
し
て
町
財
政
に
関
す
る

事
務
の
適
正
な
執
行
及
び
公
金

管
理
の
在
り
方
等
、
監
査
事
務

に
尽
力
さ
れ
、
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
栄
え
あ
る
受
賞
を
た
た
え
る

と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
日

付
け
で
、
地
方
自
治
法
施
行
七
十

周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
地
方
自
治
の
伸
展

及
び
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め

ら
れ
た
団
体
、
個
人
に
お
く
ら
れ

る
も
の
で
、
今
回
の
受
賞
は
、
同

実
行
委
員
会
が
遍
路
道
に
お
け
る

休
憩
小
屋
の
設
置
や
道
路
の
清
掃

活
動
な
ど
、
遍
路
道
に
係
わ
る

様
々
な
活
動
を
さ
れ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
栄
え
あ
る
受
賞
を
称
え
る
と
と

も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年

十
一
月
三
日
付
け

で
、
瑞
宝
小
綬
章

を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　
氏
は
、
平
成
十

四
年
四
月
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
辻
高

等
学
校
長
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
十

九
年
三
月
ま
で
阿
波
高
等
学
校
長
を
歴
任
さ

れ
、
永
き
に
亘
り
県
内
の
学
校
教
育
等
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
栄
え
あ
る
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
氏
の
受
章
を
称
え
る
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
御
健
康
と
御
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

総
務
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　

受
賞

瑞
宝
小
綬
章
受
章

白
　
石
　
基
　
章
　
氏

町
内
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

町
内
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

町
内
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

優
　
勝
　
板
東
　
卓
哉

　
　
　
　
市
川
　
　
昇
　
ペ
ア

準
優
勝
　
真
田
　
　
進

　
　
　
　
中
北
　
禎
久
　
ペ
ア

第
三
位
　
大
西
　
仁
丈

　
　
　
　
熊
本
　
　
潔
　
ペ
ア

　
平
成
二
十
九
年
度
町
内
硬
式
テ

ニ
ス
大
会
が
、
昨
年
十
一
月
十
九

日
（
日
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
は
ダ
ブ
ル
ス
形

式
に
よ
る
総
当
た
り
戦
で
行
わ
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
十
二
月
七
日
に
本
那
シ
ヅ
コ
さ
ん

(

七
條)

が
一
〇
〇
歳
の
お
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
、
県
と
町
か
ら
祝
状
と

祝
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　
シ
ヅ
コ
さ
ん
は
、
大
正
六
年
十
二

月
七
日
に
吉
野
川
市
鴨
島
町
知
恵
島

で
、
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
十
一
歳
で
結
婚
し
、
ご
夫
君
の
事
業
を
支
え
な
が
ら
、
大

所
帯
の
中
、
四
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
若
い
頃
の
趣
味
は
、
和
裁
・
料
理
・
野
菜
作
り
と
の
こ
と
で
、

現
在
は
、
ひ
孫
さ
ん
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
童
謡
な

ど
を
歌
い
、
明
る
く
過
ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
優
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

だ
と
、
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
、
ひ
孫
さ
ん
た
ち
が
感
謝
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

　
自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
」
と

い
つ
も
手
を
合
わ
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

　
シ
ヅ
コ
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、町
内
の
一
〇
〇
歳
以
上
の
方
は
、十
一
名（
女
性
九
名
、

男
性
二
名
）
に
な
り
ま
し
た
。

二
所
帯若

現
在

ど
をい

だ
と

い
る自

い
つシな

男
性

100歳おめでとうございます！

上
板
町
代
表
監
査
委
員
　

安
　
田
　
克
　
良
　
氏

上
板
い
や
し
の
み
ち
づ
く
り

実
行
委
員
会

地方自治法施行70周年記念総務大臣表彰受賞
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　平成28年度は、中央広域環境センターへ30,204トンのごみが搬入されま
した。この内訳は、可燃ごみが29,802トン、小型複合ごみが285トン、大型
複合（粗大）ごみが117トンとなっており、前年度と比べて122トン減って
います。（下記参照）

　当環境センターでは、環境保全のために国の環境基準
より厳しい基準を設けて運転をしています。
　そのために周辺の環境調査も行い、調査結果は、公害
防止審査委員会で審議され、周辺住民の方に公表してお
ります。また、組合のホームページでも公開しております。
　調査内容は、大気（年４回）、水質・臭気（年２回）、土壌・
騒音・振動（年１回）の各項目と、当環境センターから
の排出ガス（年４回）であります。

　当環境センターは、ごみを有効な資源とエネルギーに活用することを目的に運営し
ています。平成28年度には、溶融スラグ（2,327t）、工業塩（518t）、濃縮塩水（431t）、
金属水酸化物（354t）、硫黄（０t）精製ガス（31,698千Ｎ㎥）を副産物として回収し、
リサイクルしました。
　精製ガスについては、ボイラーと発電機の燃料ガスとして利用し、発生した蒸気は、
施設内の塩製造設備等で利用しています。ガスエンジン発電機の発電量は7,440千
kwhで、昨年度は当環境センターの使用電力の約33％を賄いました。

中央広域環境施設組合（中央広域環境センター）
TEL 088－637－7127　FAX 088－637－7128　URL http://www.ck-kankyou.org/

副産物の種類 活用されるもの

建設資材

塩ビ製品・融雪剤

非鉄金属原料
施設内設備のガス
エンジン発電機の
燃料
化学薬品

溶融スラグ

工 業 塩

金属水酸化物

精 製 ガ ス

濃 縮 塩 水

【単位：トン】

8,090

143

3

8,236

6,686

76

89

6,851

3,233

45

23

3,301

2,171

21

2

2,194

吉野川市搬入者
ごみ種別 阿波市 板野町 上板町

9,622

―　

―　

9,622

29,802

285

117

30,204

許可業者 搬入量計

可 燃 ご み

小 型 複 合 ご み

大型複合（粗大）ごみ

搬入者別搬入量計

平成28年度
ごみ種類別搬入量
平成28年度
ごみ種類別搬入量

平成28年度
ごみ処理状況
平成28年度
ごみ処理状況

28年度副産物搬出量
溶融スラグ
工業塩
濃縮塩水
金属水酸化物
硫黄

2,327t
518t
431t
354t
0t

屑スラグ
金属塊

202t
39t

その他処理

ガスエンジン発電機
　　7,440千Kwh
　　約33％を賄う

ガス焚きボイラー

蒸気
（熱）

電　気
14,627千Kwh

液化天然ガス
1,657t

精製
ガス

中央広域環境センター平成28年度には、
30,204tのゴミが
搬入されました

LNG

G GE

31,698千N㎥

平成28年度
ごみ処理実績量

中 央 広 域 環 境 施 設 組 合
（中央広域環境センター）からのお知らせ
中 央 広 域 環 境 施 設 組 合
（中央広域環境センター）からのお知らせ

※環境調査は業者により測定を行っています。上の左側の写真は水
　質調査で、右側の写真は臭気調査の測定を行っている状況です。
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平成29年度『ごみに関する標語』募集結果

「一人ずつ　心がけよう　ゴミのこと」

「住みやすい　街作りには　リサイクル」

「リサイクル　みんなのゴミが　役立つよ」

「協力し　きれいな町を　つくろうよ」

牛島小学校　４年生　阿　部　心　奏

御所小学校　４年生　逸　見　勝　成

板野西小学校　４年生　田　村　　　晴

神宅小学校　４年生　稲　井　里　桜

指名願いの受付 臨時職員の募集

　当組合では、毎年度、ごみに関する学習の一環として、吉野川市、
阿波市、板野町、上板町の組合管内の小学校４年生の皆さんから「ご
みに関する標語」の募集をしております。今年度は、牛島小学校、
御所小学校、板野西小学校、神宅小学校にお願いし、98名の児童
の皆さんから応募があり、厳正な審査の結果、各校から１名の優秀
賞を選定させていただきました。なお、応募作品は当組合【中央広
域環境センター 1階ホール】に掲示しています。

優秀賞

平成29年度『ごみに関する標語』募集結果

■受付期間：
　平成30年２月１日（木）
　　～平成30年３月30日（金）　必着
■有効期間：
　平成30年4月1日から１年間
　（平成30年度）
■提出場所：
　中央広域環境施設組合（郵送可）
■種　　類：
　建設工事、測量・建設コンサルタン
ト関係、運輸関係（一般貨物運送業
許可業者）、物品の製造・買い入れ・
売り払い、役務の提供関係
○提出先　　
　〒771－1402
　阿波市吉野町西条字藤原70－1
　中央広域環境施設組合　
【お問い合わせ】
　中央広域環境施設組合　業務課
　TEL 088－637－7127
　FAX 088－637－7128

※申請書類等はホームページからダウ
ンロードしてください。
　URL http://www.ck-kankyou.org/

　平成30年度に中央広域環境施設組合で臨時的な業務に従事
する臨時職員を募集します。
　選考試験の結果、適正であると認める方を採用候補者名簿に
登録し、必要人員数に応じて採用します。
　（名簿登録期間：平成30年４月１日～平成31年３月31日）
■募集職種：一般事務補助
■勤 務 先：中央広域環境施設組合　中央広域環境センター
■応募資格：パソコンが使用できる方
　　　　　　改正雇用対策法に基づき年齢制限は設けていません。
■勤務時間：月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
■賃　　金：日額6,200円＋賞与 年80,000円
　　　　　　＊通勤距離が2㎞以上の場合は通勤手当を支給します。
■加入保険：社会保険、雇用保険に加入します。
■募集人員：１人
■応募方法：応募期間を厳守のうえ、下記の応募先まで必要書

類をご持参ください。郵送提出不可。
■応募書類：履歴書（市販の様式・写真必要）
■応募期間：平成30年１月15日（月）～平成30年１月26日（金）
　　　　　　執務日の午前８時30分～午後５時15分
■試験日時：平成30年２月９日（金）
　　　　　　受付　午前８時30分　試験開始　午前９時
■試験会場：中央広域環境施設組合　中央広域環境センター
■試験方法：面接および書類により選考します。
【応募先・お問い合わせ先】
　〒771－1402 
　徳島県阿波市吉野町西条字藤原70番地1
　中央広域環境施設組合　総務課
　TEL 088－637－7127　FAX 088－637－7128
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徳島県県民環境部環境首都課（分室）
〒770－0873　徳島市東沖洲1丁目23　TEL 088－664－6015／FAX 088－664－6033

お 問 い
合わせ先
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❶ 指定ごみ袋の口をガムテープで止めないでください。
　収集の際、ガムテープが手に張り付き、投函作業時に巻き込まれます。
　作業員の安全のため、袋の口はガムテープで止めないでください。

❷ 指定ごみ袋全体を黒い袋等で覆わないでください。
　ごみ袋全体を覆われてしまうと内容物が分からなくなり、安全に作業が出来ません。

❸ 指定ごみ袋は片手で持てる重さで出して下さい。
　収集業務の際、両手で持ちきれない重さのごみ袋があった場合、収集車に投函が出来ません。

Ａ．指定ごみ袋に入っている状態というのは、指定ごみ袋に入れた際に、ご
み袋の口がきちんと結ぶことができなくてはいけません。はみ出る部分が
あったり、袋を2枚つなげて入れたり、袋の口を結んで閉めることができ
ずにガムテープや紐で補強している場合などは「ごみが入っている」とは
見なさず、回収出来ない場合があります。ただし、袋の側面が破れたなど
の理由でガムテープなどを使い補修することは差し支えありません。

環境保全課からの「可燃ごみの出し方」「可燃ごみの出し方」「可燃ごみの出し方」 つのお約束3つのお約束3

●お問い合わせ先●
上板町役場　環境保全課
TEL 694－6813

ごみ分別・リサイクル
を徹底し、ごみ減量に
ご協力ください。

2月14日（水）午前９時～午後４時
引取り場所 上板町リサイクルセンター（役場西隣）
※引取りには、大型ごみ１品につき「大型ごみシール」が１枚必要です。

次回の大型ごみ
引 取 り 日 時
次回の大型ごみ
引 取 り 日 時

よくある質問
ごみ処理Ｑ＆Ａ

Ｑ．「ごみ袋に入っている」というのは、どういう状
態ですか？例えば座布団などを半分に折りたたん
で入れると、少しだけ袋からはみ出ますが、この
ような出し方はだめですか？

補助対象経費は処理機等本体の購入価格です。
運搬費や設置費等は補助対象外です。

補助金額

手続き方法などお問い合わせ先
上板町役場　環境保全課　TEL 694－6813

①電気式生ごみ処理機器（例：乾燥式・バイオ式）
　購入価格の２分の１以内の額で、25,000円を
　限度。
　【補助数　12月20日現在　残り10台】

②生ごみ処理容器（例：コンポスト・ＥＭ菌等使用容器）
　購入価格の２分の１以内の額で、3,000円を限度。
　【補助数　12月20日現在　残り４台】

※補助金の交付は１世帯につき１回限りで、電気式生ごみ処理機器又は
　生ごみ処理容器のどちらか１台となります。
※先着順に受け付け、補助数に達し次第、締め切りとなります。

　

町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
に
補
助
金
制
度
を
設
け
て
お
り

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
方
法
等
詳
し
い
こ
と
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

環
境
保
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
等
で
ご
み
の

減
量
化
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
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子育て相談会『しゃべり・あい』開催について（ご案内）

平成30年　1月27日（土）（19時～21時）
2月24日（土）（19時～21時）
3月24日（土）（19時～21時）

☆　日時　　毎月第４土曜日（19時～21時）開催

8：30～17：00

相談窓口 連絡先 受付時間（月～金）

上 板 町 教 育 委 員 会

上板町鍛冶屋原字妙楽寺1番地8

694－6814

9：00～17：00637－6006

不登校や引きこもり等、子育ての悩みを抱える家族のための会です。
気軽に参加してみませんか。

『あい』では、

子どもの抱えるさまざまな問題について、置かれて
いる環境やその子の特徴を考えながら、学校と連携
のもと、直接、家庭とつながり、校外の関係機関と
連携して、問題を解決していく活動を行います。秘
密は厳守されます。お気軽にご相談下さい。

★　専属ソーシャルワーカーによる教育相談（事前予約が必要）　★

子ども・若者（幼・小・中学生・中学卒業後～39歳ぐらいまで）について
いじめ、不登校、引きこもり、ニート、虐待など子育てについて悩んでいる方、
その家族・教員などを対象にしています。
お電話や来所にて相談を受けさせていただきます。

上板町子ども・若者相談支援センター『あい』からのお知らせです。上板町子ども・若者相談支援センター『あい』からのお知らせです。上板町子ども・若者相談支援センター『あい』からのお知らせです。

相談支援センター「あい」
（ＩＴセンター２階）

☆　場所

上板町役場より西へ300メートル
上板町商工会西どなり

上板町子ども・若者相談支援センター
『あい』：ＩＴセンター２階

◆日時　平成30年1月28日（日）　10：00～

余郷先生、キラキラひろばへ来てお話をしていただ
けるのは10年ぶりになります

●高志小学校の子どもたちの読み聞かせ
●おとうさんおじいちゃんおかあさんのおはなし会
●手品　～お楽しみに・・・～

◆場所　上板町南老人集会所

10：00～11：40
たのしいおはなし会

第１部

13：30～15：30
講師：鳴門教育大学　余郷　裕次 氏
～オトナが知りたい絵本のひみつ～

第２部

主催：キラキラひろば　後援：上板町・上板町教育委員会

ボランティアの都合で予定・内容が変更になることがあります。
お問い合わせ：鈴江 090－9458－3605

気軽に遊びに来てくださいね (*^^)V
ボランティア一同お待ちしています。

　「成年後見制度」とは、本人の判断能力が不十分な
場合に、本人を法律的に保護し、支えるための制度
です。
　また、相続や遺言のご相談にも応じます。お気軽
にご相談ください。
　
■日　時
　２月６日（火）　午後１時～３時
　※偶数月の第１火曜日に無料相談会を実施しています。
　
■場　所
　上板町中央公民館（上板町役場２階）
　第１会議室
　
■お問い合わせ先
　一般社団法人コスモス成年後見サポートセンター
　徳島県支部徳島県　行政書士会内
　TEL 088－679－4440

成年後見・相続・遺言
無料相談会のお知らせ

キラキラひろばからのお知らせキラキラひろばからのお知らせ★ ★
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六
十
五
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
う
け
て
い
る
か
た
や
そ
の

扶
養
者
に
、
確
定
申
告
・
住
民
税
の
申
告
の
際
に
障
害
者
控
除
を

受
け
ら
れ
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

障
害
者
控
除
の
適
用
を
う
け
ら
れ
る
の
は
、
要
介
護
認
定
者

本
人
ま
た
は
、
要
介
護
認
定
者
を
扶
養
し
て
い
る
か
た
で
す
。

1　

認
定
及
び
交
付
対
象
者

①　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
、
六
十
五
歳
以
上

で
上
板
町
の
要
介
護
認
定
を
う
け
て
い
る
か
た

　
（
要
支
援
一
、
二
の
か
た
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

②　

要
介
護
認
定
審
査
時
の
「
主
治
医
意
見
書
」
ま
た
は
「
認

定
調
査
票
」
の
「
認
知
症
・
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度
」
欄
に
一
定
以
上
の
記
載
が
あ
る
こ
と

　
（
要
介
護
一
以
上
で
あ
っ
て
も
交
付
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）

2　

認
定
書
申
請
手
続
き

　

本
人
ま
た
は
親
族
が
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
」

を
福
祉
保
健
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
（
申
請
書
は
福
祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す
）

3　

申
請
手
続
に
必
要
な
物

①　

申
請
者
の
印
鑑

②　

対
象
者
の
印
鑑
（
申
請
者
と
対
象
者
が
違
う
場
合
）

③　

対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

④　

親
族
が
申
請
す
る
場
合
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

4　

申
請
の
必
要
が
な
い
場
合

①　

す
で
に
同
程
度
の
障
害
区
分
に
該
当
す
る
障
害
者
手
帳
等

を
お
持
ち
の
場
合

　
（
手
帳
で
障
害
者
控
除
を
う
け
ら
れ
ま
す
）

②　

本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
所
得
税
・
住
民
税
の
い
ず
れ
も
非

課
税
の
場
合

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課　

℡  　
六
九
四

－

六
八
一
〇

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

お
知
ら
せ

　

食
事
の
調
理
が
困
難
な
高
齢
者
等
に
対
し
て
、

町
が
委
託
し
た
事
業
者
が
夕
食
を
自
宅
ま
で
配
達

し
、
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

本
事
業
の
利
用
対
象
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①　

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者

②　

世
帯
の
構
成
員
全
員
が
お
お
む
ね
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
世
帯

　

※
①
、
②
に
つ
い
て
、
同
一
敷
地
内
で
親
族
等

が
居
住
し
て
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

③　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
世
帯
等
で
町
長
が
必

要
と
認
め
た
方

④　

一
人
暮
ら
し
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
で
身

体
障
が
い
者
手
帳
を
有
し
て
い
る
方

⑤　

そ
の
他
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
で

適
当
と
認
め
ら
れ
た
方

　【
利
用
者
の
費
用
負
担
】

　

一
回　

四
〇
〇
円

【
利
用
回
数
】

　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
週
六
回
以
内

　
（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

【
手
続
き
方
法
】

　

上
板
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
自
宅

を
訪
問
し
、
状
況
確
認
を
行
い
、
申
請
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　

℡  　
六
九
四

－

六
八
一
〇

　

上
板
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

℡  　
六
九
四

－

五
五
九
七

　　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
：
ナ
ス
バ
）
に
お
い
て
、
自

動
車
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
介
護
施
設
の
運
営
や
介
護
料
の

支
給
、
交
通
遺
児
等
の
方
へ
の
生
活
資
金
の

貸
し
付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

①　
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
脳
・
脊
髄
ま
た

は
胸
腹
部
臓
器
に
重
度
の
後
遺
障
害
を
持
っ

た
た
め
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必
要

な
状
態
に
あ
る
方
に
、
障
害
の
程
度
に
応
じ

て
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

②　
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
貸
付
け

　
　

と
友
の
会
の
運
営

　

保
護
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
後
遺

症
を
負
っ
た
り
さ
れ
た
ご
家
庭
の
お
子
様
に

対
し
て
、
中
学
卒
業
ま
で
無
利
子
で
生
活
資

金
の
貸
し
付
け
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、

「
交
通
遺
児
友
の
会
」
を
運
営
し
、
交
流
会

や
情
報
の
提
供
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

③　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
療
養
施
設
（
病
院
）
の

　
　

運
営

　

自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
の
意
識
障
害
の

方
（
蔓
延
性
意
識
障
害
者
）
の
治
療
・
看
病

に
特
化
し
た
病
院
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

徳
島
支
所

　

〒
七
七
〇

－

〇
〇
〇
三

　

徳
島
市
北
田
宮
二
丁
目
一
四
番
五
〇
号

　
（
徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
二
階
）

　

℡  　
〇
八
八

－

六
三
一

－

七
七
九
九

「交通遺児等育成資金貸付」及び
「重度後遺障害者介護料支給」制度について

「障害者控除対象者認定書」の交付について
65歳以上の介護保険要介護認定者の方へ

制
度
の
概
要
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保健師からのお知らせです保健師からのお知らせです

2　ノロウィルスによる食中毒の予防について

● お問い合わせ先 ●　　上板町役場　福祉保健課　保健師　TEL６９４－６８１０

●予防接種を受けましょう。
●流行が心配される期間は、なるべく人混みを避けましょう。
●外出した後はこまめに手を洗いましょう。
●咳・くしゃみ等の症状があるときは、他の人にうつさないためにきちんとマスクを着用して下さい。
　とっさに出そうなときは、顔をそらしてティッシュ等で口と鼻をおおいます。
●空気の乾燥でウイルスに感染しやすくなるので、50～ 60％の湿度を保ちましょう。
●十分な休養とバランスの良い栄養をとり、健康管理をしましょう。
●インフルエンザにかかったかなと思ったら、マスクを着用して医療機関を受診して下さい。
●インフルエンザが治っても、熱が下がってから２日程度は、ウイルスが残っていますので、周りに広げないため
に出来るだけ外出は避けましょう。

　インフルエンザは、例年春先まで流行が心配されますので、感染予防に努めて下さい。

1　インフルエンザ予防について

■どうやって感染するの？
　ノロウイルスの感染経路は大きく分けて２つあります。
　①食品からの感染（食中毒）
　　・ウイルスの蓄積した、加熱不十分な二枚貝などを食べた場合
　　・感染した人が調理をして食品を汚染し、その食品を食べた場合
　②ヒトからの感染（感染症）
　　・感染している人のふん便やおう吐物から感染した場合
　　・家庭や施設内等で飛まつ等により感染した場合

■ノロウイルスに感染するとどんな症状がでるの？
　潜伏期間（感染から発症までの期間）は24～ 48時間で、主症状は吐き気、おう吐、下痢、腹痛であり、発熱は軽
度（37～ 38℃）です。通常、これらの症状が１～２日続いた後、治癒し、後遺症もありません。しかし、症状がな
くなっても、ふん便中には２～４週間ほどウイルスが排出されるので注意が必要です。
　また、感染しても発症しない場合や軽い風邪のような症状の場合もあります。
　一方、子どもやお年寄りなどは重症化したり、吐物を誤って気道に詰まらせて死亡することがあります。

■発症した場合の治療法は？
　ノロウイルスについてはワクチンがなく、対症療法に限られます。特に、体力の弱い乳幼児や高齢者は、脱水症
状を起こしたり体力を消耗したりしないように、水分と栄養の補給を充分に行いましょう。脱水症状がひどい場合
は医療機関で輸液を行うなどの治療が必要となります。
　また、下痢止め薬は病気の回復を遅らせることがあるので使用しないことが望ましいです。

■どうやって予防するの？
　①食品からの感染を防ぐために
　　・カキ等の二枚貝は、中心部までしっかり火を通して（中心温度が85℃～ 90℃で90秒以上の加熱）食べましょう。
　　・二枚貝の調理に使った食器類の洗浄消毒を徹底しましょう。
　　・手洗いを徹底しましょう。特に調理する人はしっかりと手を洗いましょう。
　②人からの感染を防ぐために
　　・感染者のおう吐物やふん便は正しく処理を行い、感染の広がりを防ぎましょう。マスクや手袋等を着用し、

処理後は手洗いを忘れないようにしましょう。
　　・ノロウイルスには塩素消毒が有効です。

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、1年を通して発生していますが、特に冬季に多く、例年11月ごろか
ら増加し、12月をピークとして、3月まで多く発生しています。
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１月　保健行事予定表

平成30年１・２月分
〈1/1～2/10まで〉

市外局番は（０８８）です。在 宅 当 番 医在 宅 当 番 医

1
月

1 ㈪ き た じ ま 田 岡 病 院 698 － 1234
2 ㈫ き た じ ま 田 岡 病 院 698 － 1234
3 ㈬ き た じ ま 田 岡 病 院 698 － 1234
4 ㈭ い の も と 眼 科 内 科 698 － 8887
5 ㈮ 北島こどもクリニック 697 － 2221
6 ㈯ 香 川 内 科 692 － 9770
7 ㈰ 近 藤 内 科 医 院 672 － 5630
8 ㈪ 浦 田 病 院 699 － 2921
9 ㈫ つ か さ ク リ ニ ッ ク 697 － 2323
10 ㈬ 中村耳鼻咽喉科クリニック 697 － 3213
11 ㈭ 健生きたじまクリニック 698 － 9629
12 ㈮ こ ま つ ば ら 整 形 外 科 698 － 5108
13 ㈯ 森 本 医 院 641 － 4141
14 ㈰ 芳 川 病 院 699 － 5355
15 ㈪ ルナウイメンズクリニック 697 － 2322
16 ㈫ くぼ小児科クリニック 678 － 7141
17 ㈬ 香 川 内 科 692 － 9770
18 ㈭ 森 本 医 院 641 － 4141
19 ㈮ 中 川 整 形 外 科 641 － 2288
20 ㈯ 中 川 整 形 外 科 641 － 2288
21 ㈰ 井 上 医 院 699 － 8070

■ 担当時間 ■　平日 18：00～ 22：00　　休日 9：00～ 22：00
1
月
22 ㈪ 稲 次 整 形 外 科 病 院 692 － 5757
23 ㈫ 浜 病 院 692 － 2317
24 ㈬ 安 芸 内 科 692 － 6111
25 ㈭ 清 水 内 科 692 － 8900
26 ㈮ あ い ず み 皮 ふ 科 692 － 9211
27 ㈯ 稲 次 整 形 外 科 病 院 692 － 5757
28 ㈰ 春 藤 内 科 胃 腸 科 699 － 3777
29 ㈪ 奥 村 医 院 692 － 2403
30 ㈫ 山 田 眼 科 藍 住 692 － 8118
31 ㈬ 矢 野 医 院 692 － 4411

２
月

1 ㈭ 山 根 眼 科 692 － 8171
2 ㈮ 板 東 整 形 外 科 692 － 5151
3 ㈯ 浜 病 院 692 － 2317
4 ㈰ 谷口耳鼻咽喉科クリニック 699 － 2787
5 ㈪ 西 條 耳 鼻 咽 喉 科 692 － 8711
6 ㈫ 富 本 小 児 科 内 科 692 － 7228
7 ㈬ 中 山 産 婦 人 科 692 － 0333
8 ㈭ 内科クリニック・オクムラ 692 － 4771
9 ㈮ き は ら 耳 鼻 咽 喉 科 693 － 0087
10 ㈯ 安 芸 内 科 692 － 6111

Ⅰ　健康相談・健康教育
月／日 時　間 場　所 内　容 担　当

1/9 10：00～
11：30

農村環境改
善センター 個別健康相談 保健師

2/6 10：00～
11：30

農村環境改
善センター

個別健康相談・
健康教育

保健師・
理学療法士

Ⅱ　集団検診（40歳以上の方）
月／日 受付時間 場　　所 内　容 料　金

1/23 8：30～10：00
農村環境改
善センター 特定健康診査 特定健康診査

1,000円

○特定健康診査・頸部超音波検査は事前に申し込みが必要です。
電話での申し込みもできます。
○申し込み先・お問い合わせ先
　上板町役場　福祉保健課　TEL 694－6810

Ⅳ　乳幼児健康診査

月／日 受付時間 場　所 内　容 該当者

1/24 9：10～9：20
農村環境改
善センター

股関節脱臼検
診・ブックス
タート

平成29年
　8月19日～
平成29年
　11月24日生

１．股関節脱臼検診・ブックスタート

月／日 受付時間 場　所 内　容 該当者

1/26 9：30～9：40
農村環境改
善センター

離乳食教室、赤
ちゃんの成長発
達・事故予防・
予防接種につい
て

平成29年
　8月19日～
平成29年
　11月24日生

２．のびのび子育て教室

担当時間以外
の深夜の救急

きたじま田岡病院　　698 － 1234　　全日対応ですが、要確認
稲次整形外科病院　　692 － 5757　　水曜日、土曜日は受診前に要確認
東徳島医療センター　　672 － 1171　　対応日は確認してください

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。

Ⅲ　頸部超音波検査
月／日 時間 受付場所 内　容 対象者

1/23 13：30～16：30
農村環境改
善センター

頸部超音波検査
（エコー検査）
金額：3,240円

20歳以上の住民の方
募集人数　40名

19　●　広報かみいた　第235号



１月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

　

℡   

〇
八
八

－

六
七
二

－

五
八
八
八

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

月
カ
レ
ン
ダ
ー

1

●
十
一
月
は
、
延
べ
三
七
〇
人
に

　

一
、七
五
七
冊
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
。

上
板
町
民
の
方
も
利
用
可
能
で
す
。

■ ■ の日は休館日です。
開館時間　午前10時～午後6時

　

十
一
月
二
十
五
日（
土
）、
町
民
皆

さ
ま
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と

し
た
神
戸
防
災
研
修
ツ
ア
ー
を
実
施

し
、
兵
庫
県
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
」
と
淡
路
島
「
北
淡
震
災
記
念

公
園 

野
島
断
層
保
存
館
」
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
で

は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
講
話
を
お
聞
き
し
た
り
、

地
震
の
凄
ま
じ
さ
が
体
感
で
き

る
シ
ア
タ
ー
や
被
災
後
の
助
け

合
い
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
像
の

視
聴
、
展
示
物
や
資
料
の
観
覧

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
野
島
断

層
保
存
館
で
は
、
起
震
装
置
に

よ
る
地
震
体
験
や
、
地
震
に

よ
っ
て
ず
れ
た
地
面
や
被
害
を

受
け
た
民
家
な
ど
の
実
物
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
災
害
の
凄
ま

じ
さ
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を

通
し
て
、
大
災
害

に
備
え
日
頃
か
ら

意
識
し
て
お
く
こ

と
、
家
族
や
近
所

の
人
た
ち
と
助
け

合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

研
修
ツ
ア
ー

研
修
ツ
ア
ー

神
戸
防
災

神
戸
防
災

を
実
施
！

を
実
施
！

　

十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
に
上
板
町
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
下
り
線
に

て
、
ま
っ
ち
ん
ぐ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
参

加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
板
町
防
犯
推

進
委
員
協
議
会
（
会
長　

新
見　

正
之
）
も
防
犯
グ
ッ
ズ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

を行いましたををををを防犯啓発活動防犯啓発活動

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
冬
の
夜

に
輝
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
と
て
も
美
し
く
こ
の

季
節
な
ら
で
は
で
す
。
上

板
町
で
も
県
道
12
号
鳴
門

池
田
線
沿
い
に
き
れ
い
に

飾
ら
れ
た
住
宅
が
あ
り
、

通
行
人
の
癒
や
し
に
な
っ

て
い
ま
す
。通
行
の
際
は
、

一
度
ご
覧
に
な
っ
て
は
い

か
が
で
す

か
。

冬の夜を彩る
イルミネーション

11月
平成29年

お
誕
生

お
め
で
と
う

谷
口
　
宏
・
麻
美

男
の
子
　
想
真
（
そ
う
ま
）

神
　
宅

多
田
　
豊
・
千
恵
子

女
の
子
　
瞳
（
ひ
と
み
）

七
　
條

柿
原
　
洋
史
・
美
穂

女
の
子
　
梨
乃
（
り
の
）

高
　
瀬

富
樫
　
翔
太
・
麻
菜
美

男
の
子
　
康
介
（
こ
う
す
け
）

西
　
分

渡
邊
　
裕
文
・
裕

女
の
子
　
千
愛
（
ち
な
）

引
　
野

安
原
　
義
隆
・
有
加

男
の
子
　
侑
希
（
ゆ
う
き
）

西 

分

2018（平成30）年　1　月　1　日　●　20
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